
企
業
年
金
と
は

　

企
業
年
金
は
、
法
的
に
は
会
社
員

（
厚
生
年
金
被
保
険
者
）
を
対
象
と
し

た
、
公
的
年
金
へ
の
上
乗
せ
給
付
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
実
態
と
し
て
は
、
企
業
が
任

意
で
実
施
す
る
退
職
金
制
度
の
１
形
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
は
、
図
表
１
に
あ
る
よ
う
な
い

く
つ
か
の
退
職
給
付
制
度
の
う
ち
、
１

つ
ま
た
は
複
数
を
選
択
し
、
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
退
職
金
制
度
を
構

成
し
ま
す
。

　

企
業
年
金
や
退
職
金
共
済
の
よ
う
な

外
部
積
立
型
の
制
度
で
は
、
企
業
は
定

期
的
に
掛
金
を
支
払
い
、
退
職
金
は
積

み
立
て
た
資
金
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
従
業
員
の
退
職
時
に
一

括
で
退
職
金
を
支
給
す
る
退
職
一
時
金

と
異
な
り
、
計
画
的
か
つ
平
準
的
に
退

職
金
の
資
金
準
備
が
で
き
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

ま
た
、
企
業
年
金
や
退
職
金
共
済
の

場
合
、
掛
金
を
支
払
っ
た
時
点
で
法
人

税
法
上
の
損
金
に
算
入
で
き
る
た
め
、

退
職
金
の
支
払
い
時
に
は
じ
め
て
損
金

算
入
さ
れ
る
退
職
一
時
金
に
比
べ
て
、

退
職
金
に
か
か
る
費
用
を
前
倒
し
で
損

金
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
企
業
年
金
は
企
業
単
位
で

実
施
さ
れ
、
複
数
の
企
業
に
よ
り
共
同

で
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

現
在
は
確
定
給
付
企
業
年
金
（
以
下

「
Ｄ
Ｂ
」。D

efi ned Benefi t Plan

の

略
）
と
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
（
以
下

「
企
業
型
Ｄ
Ｃ
」。D

efi ned Contribu-
tion Plan

の
略
）
が
企
業
年
金
の
２
本

柱
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
法
令
の

定
め
る
範
囲
で
加
入
資
格
や
給
付
お
よ

び
掛
金
の
内
容
を
企
業
ご
と
に
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｄ
Ｂ
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

Ｄ
Ｂ（
確
定
給
付
企
業
年
金
）の
概
要

　

Ｄ
Ｂ
は
、
一
般
的
な
退
職
金
制
度

を
、
そ
の
ま
ま
外
部
積
立
に
移
行
し
た

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

給
付
額
の
算
定
方
法
は
「
退
職
時
の

基
本
給
×
勤
続
年
数
別
支
給
率
」「
退

職
金
ポ
イ
ン
ト
の
累
積
×
ポ
イ
ン
ト
単

価
」「
勤
続
年
数
別
の
定
額
」
な
ど
多
様

な
方
法
の
な
か
か
ら
選
択
し
、
設
計
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

定
年
や
自
己
都
合
な
ど
、
退
職
事
由

に
応
じ
て
給
付
額
に
差
を
つ
け
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

Ｄ
Ｂ
で
は
給
付
額
の
算
定
方
法
が
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
将
来
見
込
ま
れ
る
給

付
支
払
額
を
元
に
、
予
定
さ
れ
る
運
用

収
益
分
を
割
り
引
い
た
う
え
で
必
要
と

な
る
掛
金
を
算
出
し
ま
す
。

　

実
際
の
給
付
額
が
見
込
み
よ
り
も
増

え
た
り
、
運
用
収
益
が
予
定
ど
お
り
得

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
積
立
不
足

が
発
生
し
、
企
業
に
は
掛
金
の
追
加
負

担
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
企
業
会
計
上
で
は
、
将
来
の
給

付
見
込
額
に
基
づ
い
て
退
職
給
付
債
務

を
認
識
し
、
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
年

金
資
産
残
高
と
の
差
額
を
退
職
給
付
引

当
金
と
し
て
負
債
計
上
す
る
こ
と
が
求

「「リスク分担型企業年金リスク分担型企業年金」」ととはは
 どういうものかどういうものか

向井 洋平 クミタテル株式会社 代表取締役社長
年金数理人 

2200117年に創設された「リスク分担型企業7年に創設された「リスク分担型企業
年金」は、将来の運用リスクを労使で分担年金」は、将来の運用リスクを労使で分担
する年金制度です。従来の企業年金との比較する年金制度です。従来の企業年金との比較
とともに、リスク分担型企業年金についてとともに、リスク分担型企業年金について
解説します。解説します。

退職給付制度 実施単位

注） 複数事業主により実施することも可

企業単位 注）

企業単位 注）

全国単位

各実施団体ごと

企業単位

確定給付企業年金

企業型確定拠出年金

中小企業退職金共済

特定退職金共済

退職一時金（社内準備）

外
部
積
立
型

内部留保型

企業年金

退職金共済

図表１　主な退職給付制度の種類と実施単位

第三の企業
年金
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め
ら
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｂ
で
は
、
一
定
の
年
齢
に
達
し
た

者
に
対
す
る
年
金
給
付
（
分
割
払
い
）

を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

中
途
退
職
時
に
は
本
人
の
選
択
に
よ

り
、
一
時
金
の
受
取
り
に
代
え
て
企
業

型
Ｄ
Ｃ
な
ど
他
の
制
度
に
資
金
を
移
す

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

つ
ま
り
、
老
後
資
金
を
確
保
し
て
お

く
た
め
の
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
備
わ
っ

て
お
り
、
こ
の
点
が
退
職
一
時
金
や
退

職
金
共
済
と
は
異
な
り
ま
す
。

企
業
型
Ｄ
Ｃ（
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
）

の
概
要

　

企
業
型
Ｄ
Ｃ
は
、
老
後
資
金
と
し
て

の
性
格
が
よ
り
強
く
、
退
職

の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
原
則

と
し
て
60
歳
以
降
に
年
金
ま

た
は
一
時
金
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

60
歳
未
満
で
退
職
し
た
場

合
は
、
転
職
先
の
企
業
型
Ｄ

Ｃ
や
個
人
型
確
定
拠
出
年
金

（iD
eCo

）
に
資
金
を
移
し

て
、
積
立
て
と
運
用
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

企
業
型
Ｄ
Ｃ
で
は
、
個
人

ご
と
に
専
用
口
座
が
設
け
ら

れ
、
本
人
が
選
択
し
た
商
品

に
よ
っ
て
資
金
の
運
用
を
行

な
う
の
も
他
の
制
度
に
な
い

特
徴
で
す
。

　

企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
掛
金
は
、

「
基
本
給
や
退
職
金
ポ
イ
ン

ト
の
一
定
率
」「
一
律
定
額
」

な
ど
企
業
ご
と
に
多
様
な
設

定
方
法
が
可
能
で
す
が
、
給

付
額
は
、
個
人
ご
と
に
積
み

立
て
ら
れ
た
掛
金
と
運
用
収
益
の
合
計

額
そ
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
Ｄ
Ｂ
で
は
給
付
や
掛
金
の
額
に

上
限
は
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
企

業
型
Ｄ
Ｃ
で
は
各
加
入
者
の
掛
金
の
上

限
が
月
額
５
万
５
０
０
０
円
（
Ｄ
Ｂ
に

も
加
入
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
半
額
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
型
Ｄ
Ｃ
で
は
、
企
業
側
が
責
任

を
負
う
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
掛

金
を
拠
出
す
る
と
こ
ろ
ま
で
で
あ
り
、

各
従
業
員
の
運
用
の
結
果
に
か
か
わ
ら

ず
、
掛
金
の
追
加
負
担
は
発
生
し
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
企
業
会
計
上
も
、
各
期

に
支
払
う
べ
き
掛
金
額
を
費
用
処
理
す

る
だ
け
で
済
み
ま
す
。

　

た
だ
し
従
業
員
が
適
切
な
運
用
を
行

な
え
る
よ
う
、
投
資
教
育
や
委
託
先
の

金
融
機
関
（
運
営
管
理
機
関
）
の
評
価

が
、
事
業
主
の
努
力
義
務
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
」

と
は

　

２
０
１
７
年
に
、
Ｄ
Ｂ
、
企
業
型
Ｄ

Ｃ
に
加
え
て
、「
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年

金
」
と
い
う
新
た
な
し
く
み
の
企
業
年

金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｂ
と
企
業

型
Ｄ
Ｃ
両
方
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
第
三
の
企
業
年

金
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

給
付
額
の
算
定
方
法

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
は
、
法
的

に
は
Ｄ
Ｂ
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
、

従
来
の
Ｄ
Ｂ
と
同
様
に
給
付
額
の
算
定

方
法
や
支
払
時
期
を
定
め
ま
す
。

　

年
金
資
産
の
運
用
も
個
人
ご
と
で
は

な
く
制
度
単
位
で
行
な
わ
れ
、
財
政
が

均
衡
状
態
に
あ
る
と
き
に
は
定
め
ら
れ

た
と
お
り
の
給
付
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
積
立
不
足
と
な
っ
た
と
き
に

は
、
１
よ
り
小
さ
い
調
整
率
を
乗
じ
る

こ
と
で
給
付
額
を
減
額
調
整
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
Ｄ
Ｂ
で
は
積
立
不
足
が
生

じ
た
と
き
に
は
、
企
業
側
が
掛
金
を
追

加
負
担
す
る
こ
と
で
財
政
の
均
衡
を
図

り
ま
す
が
、
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金

で
は
、
給
付
を
減
ら
す
こ
と
で
財
政
の

均
衡
を
図
る
の
で
す
。

　

反
対
に
、
年
金
資
産
が
将
来
の
給
付

に
必
要
な
水
準
を
上
回
っ
た
場
合
に
は

１
よ
り
大
き
い
調
整
率
を
乗
じ
る
こ
と

で
給
付
額
を
増
額
調
整
し
ま
す
（
図
表

２
参
照
）。

　

将
来
の
給
付
見
込
額
の
総
額
で
あ
る

給
付
現
価
と
、
現
在
の
積
立
金
お
よ
び

将
来
の
掛
金
見
込
額
の
総
額
で
あ
る
掛

金
収
入
現
価
の
合
計
額
（
＝
給
付
財

源
）
が
釣
り
合
っ
て
い
れ
ば
財
政
は
均

積立剰余時
▼

給付の増額調整

財政均衡時
▼

給付の調整なし

積立不足時
▼

給付の減額調整

積立金

掛金収入
現価

積立金
給付現価

給付財源 財政
悪化リスク
相当額

（調整前）
給付現価

財政
悪化リスク
相当額

（調整前）
給付現価

財政
悪化リスク
相当額掛金収入

現価

積立金

掛金収入
現価

減額
増額

図表2　リスク分担型企業年金における給付調整のイメージ

4949 企業実務　企業実務　20222022．．100



衡
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
将
来
見
込
み
の

前
提
や
金
融
市
場
の
動
向
に
よ
っ
て
大

き
く
変
動
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
変
動
幅
を
「
財
政
悪
化
リ
ス
ク

相
当
額
」
と
し
て
一
定
の
基
準
に
基
づ

い
て
算
定
し
、
給
付
財
源
が
給
付
現
価

以
上
で
財
政
悪
化
リ
ス
ク
相
当
額
を
加

え
た
額
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
れ
ば
、
財

政
均
衡
で
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

掛
金
の
設
定
方
法

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
を
開
始
す

る
際
に
は
、
標
準
掛
金
、
特
別
掛
金
、

リ
ス
ク
対
応
掛
金
の
３
つ
に
区
分
し
て

掛
金
を
算
定
し
ま
す
。

　

標
準
掛
金
は
、
将
来
期
間
の
給
付
に

対
応
す
る
掛
金
で
あ
り
、
期
間
の
定
め

な
く
永
続
的
に
支
払
い
ま
す
。
ま
た
、

標
準
掛
金
だ
け
で
は
積
立
不
足
状
態
と

な
る
場
合
に
は
、
３
〜
20
年
の
間
に
積

立
不
足
分
を
解
消
で
き
る
よ
う
、
特
別

掛
金
を
追
加
で
設
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
財
政
均
衡
の
状

態
を
安
定
的
に
保
つ
た
め
、
財
政
悪
化

リ
ス
ク
相
当
額
に
対
応
す
る
範
囲
で
、

リ
ス
ク
対
応
掛
金
を
追
加
で
設
定
し
ま

す
。
リ
ス
ク
対
応
掛
金
の
支
払
い
期
間

は
、
特
別
掛
金
よ
り
も
長
く
設
定
す
る

必
要
が
あ
り
、
５
〜
20
年
の
期
間
で
設

定
し
ま
す
（
図
表
３
参
照
）。

　

リ
ス
ク
対
応
掛
金
を
高
め
に
設
定
す

れ
ば
、
企
業
の
負
担
は
大
き
く
な
る
一

方
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
給
付
の
減
額

よ
り
も
増
額
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。
リ
ス
ク
対
応
掛
金
の
設
定
が
低
け

れ
ば
そ
の
逆
と
な
り
ま
す
。

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
開
始
時

に
は
、
労
使
合
意
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら

の
掛
金
を
設
定
し
ま
す
。
そ
し
て
制
度

が
開
始
さ
れ
た
後
は
、
新
た
な
労
使
合

意
が
な
い
限
り
、
当
初
の
掛
金
設
定
が

変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
点
が
従
来
の
Ｄ
Ｂ
と
は
大
き
く

異
な
り
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
と
同
じ
性
質
を

持
つ
制
度
だ
と
い
え
ま
す
。

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
運
営

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
で
は
、
年

金
資
産
運
用
が
給
付
額
に
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
従
業
員
側
が
運
用
の
意
思
決

定
に
参
画
す
る
し
く
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
加
入
者
の
代
表
が
参

画
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、
加
入
者
代

表
の
意
見
を
考
慮
し
て
運
用
の
基
本
方

針
の
作
成
・
変
更
を
行
な
う
こ
と
や
、

加
入
者
代
表
の
求
め
に
応
じ
て
詳
細
な

運
用
実
績
等
を
開
示
す
る
こ
と
な
ど
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
者
や
年
金
受
給
者
に
対

し
て
、
過
去
５
年
程
度
の
調
整
率
の
推

移
や
、
そ
の
算
出
根
拠

と
な
っ
た
デ
ー
タ
な
ど

を
、
毎
年
度
周
知
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。

企
業
会
計
上
の
取
扱
い

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業

年
金
で
は
、
企
業
は
制

度
開
始
時
に
定
め
た
掛

金
を
超
え
る
追
加
負
担

の
義
務
を
負
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
企
業

会
計
上
は
原
則
と
し
て

企
業
型
Ｄ
Ｃ
と
同
じ

「
確
定
拠
出
型
」
の
制

度
に
分
類
さ
れ
、
退
職

給
付
債
務
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

各
期
に
支
払
う
べ
き
標

準
掛
金
お
よ
び
リ
ス
ク

対
応
掛
金
に
相
当
す
る

掛
金
額
を
費
用
処
理
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
掛
金
に
相
当
す
る
掛
金

　

な
お
、
特
別
掛
金
に
相
当
す
る
掛
金

額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
総
額
を
制
度
開

額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
総
額
を
制
度
開

始
時
に
未
払
金
と
し
て
負
債
計
上
す
る

始
時
に
未
払
金
と
し
て
負
債
計
上
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
特
徴

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
特
徴

を
、
Ｄ
Ｂ
に
共
通
の
も
の
、
企
業
型
Ｄ

を
、
Ｄ
Ｂ
に
共
通
の
も
の
、
企
業
型
Ｄ

Ｃ
に
共
通
の
も
の
、
リ
ス
ク
分
担
型
に

Ｃ
に
共
通
の
も
の
、
リ
ス
ク
分
担
型
に

固
有
の
も
の
に
区
分
し
て
ま
と
め
る
と

固
有
の
も
の
に
区
分
し
て
ま
と
め
る
と

図
表
４

図
表
４
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の

実
施
状
況

実
施
状
況

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
が
実
施
可

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
が
実
施
可

能
と
な
っ
て
か
ら
５
年
余
り
が
経
過
し

能
と
な
っ
て
か
ら
５
年
余
り
が
経
過
し

制度開始時の積立状況
掛金収入
現価

給付現価

財政
悪化リスク
相当額特別掛金

相当分
（3～20年後まで）

リスク対応掛金
相当分
（5～20年後まで）

標準掛金相当分 積立金

対応分

対応分
対応分

減額

③

①
③
②

②

①

▲
制度開始

掛
金
率（
額
）

図表3　リスク分担型企業年金の掛金設定イメージ
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ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
７
月
１
日
ま

で
に
実
施
さ
れ
た
リ
ス
ク
分
担
型
企
業

年
金
は
21
件
で
す
。
Ｄ
Ｂ
、
企
業
型
Ｄ

Ｃ
に
比
べ
る
と
ご
く
少
数
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年

金
の
導
入
実
績
を
み
る
と
、
大
企
業
や

上
場
企
業
が
目
立
ち
ま
す
。

　

Ｄ
Ｂ
は
ど
う
し
て
も
財
務
的
な
リ
ス

ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
一
時
的

に
支
払
い
が
増
え
た
と
し
て
も
将
来
に

向
け
て
リ
ス
ク
を
解
消
し
て
お
き
た

い
、
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
強
い
企
業
で
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
（
た
だ

し
、
既
存
の
Ｄ
Ｂ
に
積
立
剰
余
が
十
分

あ
る
場
合
に
は
、
掛
金
を
大
き
く
積
み

増
す
こ
と
な
く
リ
ス
ク
分
担

型
企
業
年
金
に
移
行
す
る
こ

と
が
可
能
）。

　

企
業
型
Ｄ
Ｃ
で
も
財
務
リ

ス
ク
の
解
消
は
可
能
で
す

が
、「
掛
金
に
上
限
が
あ
り

全
部
を
移
行
で
き
な
い
」

「
退
職
し
て
も
60
歳
ま
で
引

き
出
せ
な
い
」「
運
用
リ
ス

ク
を
す
べ
て
個
人
が
負
う
こ

と
に
な
る
」
と
い
っ
た
点
が

障
壁
と
な
り
ま
す
。
リ
ス
ク

分
担
型
企
業
年
金
で
は
こ
う

し
た
点
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら

財
務
リ
ス
ク
を
解
消
で
き
る

の
が
企
業
側
に
と
っ
て
の
魅

力
で
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
広

く
普
及
し
て
い
な
い
の
は
、

「
給
付
調
整
の
し
く
み
が
複

雑
で
、
従
業
員
は
も
と
よ
り

退
職
金
・
企
業
年
金
の
担
当

部
門
と
し
て
も
理
解
が
難
し

い
」「
将
来
の
財
務
リ
ス
ク
解
消
と
引

い
」「
将
来
の
財
務
リ
ス
ク
解
消
と
引

き
換
え
に
多
額
の
掛
金
を
積
み
増
す
必

き
換
え
に
多
額
の
掛
金
を
積
み
増
す
必

要
が
あ
る
」
と
い
っ
た
理
由
が
考
え
ら

要
が
あ
る
」
と
い
っ
た
理
由
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
制
度
の
発
足
か
ら
間
も
な
い

　

ま
た
、
制
度
の
発
足
か
ら
間
も
な
い

た
め
、
給
付
額
の
調
整
が
必
要
と
な
っ

た
め
、
給
付
額
の
調
整
が
必
要
と
な
っ

た
例
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
給
付

た
例
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
給
付

額
の
調
整
が
発
生
し
た
と
き
に
、
そ
の

額
の
調
整
が
発
生
し
た
と
き
に
、
そ
の

影
響
を
受
け
る
退
職
者
や
年
金
受
給
者

影
響
を
受
け
る
退
職
者
や
年
金
受
給
者

に
対
し
て
納
得
で
き
る
説
明
が
で
き
る

に
対
し
て
納
得
で
き
る
説
明
が
で
き
る

か
ど
う
か
も
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

か
ど
う
か
も
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

中
小
企
業
に
と
っ
て
の

中
小
企
業
に
と
っ
て
の 

企
業
年
金
の
意
義
と
選
択

企
業
年
金
の
意
義
と
選
択

　

Ｄ
Ｂ
と
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
特
徴
を
兼
ね

　

Ｄ
Ｂ
と
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
特
徴
を
兼
ね

備
え
て
い
る
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金

備
え
て
い
る
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金

で
す
が
、
複
雑
な
し
く
み
を
理
解
し
た

で
す
が
、
複
雑
な
し
く
み
を
理
解
し
た

う
え
で
加
入
者
代
表
も
参
画
し
て
制
度

う
え
で
加
入
者
代
表
も
参
画
し
て
制
度

運
営
を
行
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

運
営
を
行
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
、
将
来
の
財
政
悪
化
リ
ス
ク
に
備
え

と
、
将
来
の
財
政
悪
化
リ
ス
ク
に
備
え

て
掛
金
を
積
み
増
し
て
お
く
必
要
が
あ

て
掛
金
を
積
み
増
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
く
の
中
小
企
業

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
く
の
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

に
と
っ
て
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

制
度
だ
と
い
え
ま
す
。

制
度
だ
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
、
上
場
企
業
の
子
会
社
・
関
連

　

た
だ
、
上
場
企
業
の
子
会
社
・
関
連

会
社
な
ど
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
実
施
す

会
社
な
ど
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
実
施
す

る
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
に
加
入
す

る
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
に
加
入
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
親
会
社
の
担
当

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
親
会
社
の
担
当

部
署
や
年
金
基
金
と
連
携
し
て
制
度
内

部
署
や
年
金
基
金
と
連
携
し
て
制
度
内

容
や
積
立
状
況
を
把
握
し
て
お
く
必
要

容
や
積
立
状
況
を
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
に
限
ら

　

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
に
限
ら

ず
、
企
業
年
金
の
実
施
に
は
様
々
な
手

ず
、
企
業
年
金
の
実
施
に
は
様
々
な
手

続
き
や
制
度
運
営
を
適
切
に
行
な
っ
て

続
き
や
制
度
運
営
を
適
切
に
行
な
っ
て

い
く
た
め
の
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
ま

い
く
た
め
の
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
中
小
企
業
の
な
か
で

す
。
そ
の
た
め
、
中
小
企
業
の
な
か
で

も
人
数
規
模
の
小
さ
い
企
業
が
、
単
独

も
人
数
規
模
の
小
さ
い
企
業
が
、
単
独

で
企
業
年
金
を
実
施
す
る
こ
と
に
は
困

で
企
業
年
金
を
実
施
す
る
こ
と
に
は
困

難
を
伴
い
ま
す
。
実
際
、
中
小
企
業
に

難
を
伴
い
ま
す
。
実
際
、
中
小
企
業
に

お
け
る
企
業
年
金
の
実
施
率
は
、
低
下

お
け
る
企
業
年
金
の
実
施
率
は
、
低
下

傾
向
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

傾
向
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
退
職
金
の
支
払
い
に
備
え

　

し
か
し
、
退
職
金
の
支
払
い
に
備
え

た
計
画
的
な
資
金
の
積
立
て
や
原
資
の

た
計
画
的
な
資
金
の
積
立
て
や
原
資
の

保
全
は
、
中
小
企
業
で
こ
そ
考
え
て
お

保
全
は
、
中
小
企
業
で
こ
そ
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　

た
と
え
ば
退
職
金
の
全
部
を
外
部
積

　

た
と
え
ば
退
職
金
の
全
部
を
外
部
積

立
制
度
と
し
た
場
合
は
、
会
社
か
ら
直

立
制
度
と
し
た
場
合
は
、
会
社
か
ら
直

接
退
職
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ

接
退
職
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
事
務
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な

ん
の
で
、
事
務
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
期
間
の
長
期
化
に
よ
る

　

ま
た
、
就
労
期
間
の
長
期
化
に
よ
る

転
職
機
会
の
増
加
、
キ
ャ
リ
ア
の
多
様

転
職
機
会
の
増
加
、
キ
ャ
リ
ア
の
多
様

化
が
進
む
な
か
で
、
年
金
の
原
資
を
移

化
が
進
む
な
か
で
、
年
金
の
原
資
を
移

し
て
積
立
て
を
継
続
で
き
る
企
業
年
金

し
て
積
立
て
を
継
続
で
き
る
企
業
年
金

の
意
義
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

の
意
義
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
年
金
導
入
の
検
討
に
あ
た
っ
て

　

企
業
年
金
導
入
の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
様
々
な
実
施
形
態
の
な
か
か
ら
、

は
、
様
々
な
実
施
形
態
の
な
か
か
ら
、

い
か
に
自
社
の
規
模
と
ニ
ー
ズ
に
ふ
さ

い
か
に
自
社
の
規
模
と
ニ
ー
ズ
に
ふ
さ

わ
し
い
制
度
を
選
び
出
し
て
い
く
か
が

わ
し
い
制
度
を
選
び
出
し
て
い
く
か
が

重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　むかい ようへい
生命保険会社勤務を経てIICパートナーズ入社、2020年クミタテル設立とともに代表取締役に就任。 

 業種・規模を問わず退職金や高齢者雇用に関するコンサルティングを数多く手掛ける。

項 目 DBに共通 企業型DCに共通 リスク分担型に固有

給付額の
算定方法
給付の
支払時期
掛金の
設定方法

積立金の運用

企業会計上の
取扱い

ベースとなる給付額は
多様な算定方法が
設定可能

給付時の積立状況に
応じて自動的に
給付額が調整される

退職時には
年齢にかかわらず
一時金の支給が可能
● 制度開始時は
数理計算に基づいて算出

● 掛金に上限がない

新たな労使合意が
ない限り、当初定めた
掛金設定の変更はない

制度の開始にあたり、
将来の財政悪化に備えた
掛金の拠出が必要

制度全体で行なう
運用方針に関する
意思決定に加入者代表の
参画が求められる

特別掛金の未払額を
負債計上

退職給付債務の認識が
不要であり、毎期支払う
べき掛金を費用処理

図表4　リスク分担型企業年金の主な特徴
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